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これまで平和学習といえば、広島に関係することが 

多かったのですが、この度、平和行動を通じて初めて沖縄の

歴史について学びました。広島の原爆被害とは違い、街の至

る所に残る沖縄地上戦の戦跡を実際に目の当たりにし、戦争

の恐ろしさを改めて痛感しました。そして、現地を訪れ、話

を聞くと多くの事実を知ることができました。そこには私に

は想像もできないほどの苦しみがあり、そのことを考えると

胸が痛くなりました。戦争で傷つくのは敗戦国だけではない

ということ、そして傷つくのは人の心だけではないというこ

と、物理的な破壊や伝統が消滅することを再認識することが

できました。また、現在も続いている基地の問題についても

現地に足を運ばないとわからないことが多くありました。過

去の歴史から複雑に絡み合ったこの課題を解決するのはとて

も大変なことですが、可能な限り早く解決が必要だと感じま

した。世界では今もなお紛争が絶えず起きており、苦しんで

いる人達がいると思うと胸が痛みますが、同じ過ちを繰り返 

さないためにも一人一人が学ぶことで平和が当たり前でない 

ことを認識し、一つの目標に向かって行 

動することが大切だと思いました。 

（江津市職員労働組合 琴野海流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日間の行程を通して当たり前にある平和がどんなに尊いこと 

か改めて感じさせられました。１日目の平和オキナワ集会では屋良朝博 

衆議院議員から『新たな安全保障を目指して！』と題して基調講演をしてい

ただき、安全保障の概念から米軍と自衛隊の関係、台湾有事シミュレーション

等メディアでは報じられない話を聞くことができました。平和式典では平和と

は・戦争とは何かを知り、未来に向けて何ができるか考え行動するいい機会に

なりました。２日目のピースウォークで新聞やニュースで報道されている辺野

古新基地建設予定地や東洋最大の広さの嘉手納飛行場、住宅地の中心にある普

天間飛行場を実際に見学し想像以上の広さや、数分おきに離発着を繰り返す空

中給油機、輸送機や戦闘機の轟音、ジェット燃料の排気ガスの匂い等を間近で

体感し太平洋戦争が終結した今でも広大な米軍施設が沖縄県に集中している

現実を目の当たりにしました。読谷村波平のチビチリガマという自然にできた

鍾乳洞を住民が防空壕として使用していたところの慰霊では、米軍が間近の砂

浜に上陸し敵に捕まり弄ばれ殺されるぐらいなら自決しようとお互いに決め

家族や近所の住民同士で鎌や包丁、あらかじめ軍から配られていた手榴弾、毒

薬注射を使用したり着ていた衣類を燃やして煙を吸って命を絶った方が８３

人もおられたことを知り身内同士で殺し合うことになる戦争の恐ろしさと無

念さで胸が苦しくなりました。平和行動を通して毎日、命の心配をすることも

なく平穏に暮らしていて食事や睡眠がとれている当たり 

前が今あることへの感謝と２度と戦争が起きないように 

１人１人の国民が無関心ではなく選挙に行って自分の意 

思表示をすることの大切さを学びました。  

（ＪＲ西労組 鶴原智彦） 

『働くことを軸とする安心社

会～まもる・つなぐ・創り出

す～』の実現を目指して！ 
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今
年
は
、
連
合
平
和
行
動
を
前

に
、「
戦
後
・
被
爆
８０
年
」
と
い

う
節
目
の
年
を
む
か
え
「
核
兵
器

廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
に
連
合
広
島

主
催
の
「
連
合
広
島 

戦
後
・
被
爆

８０
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
６

月
１
日
（
日
）
広
島
国
際
会
議
場

で
開
催
さ
れ
、
西
部
地
協
か
ら
堀

江
が
出
席
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
基
調
講
演
と
し
て
、

元
広
島
市
長
の
平
岡
敬
氏
か
ら

「
被
爆
80
年
・
ヒ
ロ
シ
マ
再
考

～
そ
の
現
在
地
と
こ
れ
か
ら
～
」

と
題
し
講
演
を
受
け
、
高
校
生
平

和
大
使
に
よ
る
活
動
報
告
・
広
島

県
立
宇
品
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
最
後
に

連
合
の
平
和
行
動
か
ら
生
ま
れ

た
劇
団
「
I 

P

R

A

 Y
」
に

よ
る
平
和
創
作
劇
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
集
会
・
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

を
通
じ
て
改
め
て
平
和
の
尊
さ

と
大
切
さ
を
感
じ
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
６
月
に
は
、
連
合
と

し
て
「
恒
久
平
和
へ
の
希
求
と
平

和
運
動
」
を
全
国
で
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
沖
縄
集

会
が
開
催
さ
れ
西
部
地
協
か
ら

は
青
年
女
性
委
員
会
を
中
心
に
、

６
月
２３
日
～
２４
日
に
か
け
て
開

催
し
た
沖
縄
集
会
に
鶴
原
幹
事

（
JR
西
労
組
）、
琴
野
青
年
女
性

委
員
（
江
津
市
職
労
）
に
参
加
頂

き
ま
し
た
。
沖
縄
で
は
１
日
目
に

基
調
講
演
と
平
和
式
典
、
２
日
目

に
は
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
７
年
ぶ
り
と
な
る
デ
モ
行

進
に
参
加
し
戦
争
の
悲
惨
さ
や

現
状
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

今
後
は
、
広
島
集
会
、
長
崎
集

会
、
根
室
集
会
が
開
催
を
予
定
し

て
お
り
各
地
で
参
集
す
る
こ
と

を
通
じ
て
戦
争
の
実
相
を
知
り
、

平
和
の
尊
さ
を
学
び
、
運
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
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５
月
１７
日(

土)

、
浜
田
市
『
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て

幅
広
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
災
害
等
支
援
活
動
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
や
、
各
構
成
組
織
・
各
地
区
の
組
合
員
の
交
流
を
深
め
、「
顔
合
わ
せ
」

「
心
あ
わ
せ
」「
力
あ
わ
せ
」
か
ら
組
織
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
連
合
島
根
各
役
員
・
Ｏ
Ｂ
、
島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
西
部
支
所
、
中
国
労
金
、
連
合
推
薦
議
員

お
よ
び
東
部
地
協
、
中
部
地
協
の
皆
様
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
く
な
ど

構
成
組
織
・
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
お
陰
様
で
８４

名
と
い
う
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
、
組
合
員
同
士
の
交
流
・
懇
親
に
繋
が

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

大
会
の
景
品
は
、
今
ま
で 

に
被
災
し
た
地
域
の
物
産
品 

を
中
心
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募 

金
の
８
４
，
０
０
０
円
は
連 

合
島
根
か
ら
赤
十
字
を
通
じ 

て
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し 

た
被
災
地
へ
贈
呈
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

6
月
の
「
男
女
平
等
参
画
推
進
月
間
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
6

月
２８
日(

土)

に
浜
田
市
「
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、「
２

０
２
５
年
度
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
県
内
各
地
か
ら
総
勢
３７
名
の
参
加
の
下
、
講
師
と
し
て
立
憲
民

主
党
島
根
県
第
２
区
総
支
部
の
「
大
塚
聡
子
」
代
表
を
お
招
き
し
、「
改

め
て
問
う
『
真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
』
と
は
」
～
教
育
・
労
働
・
生
活

保
護
の
観
点
か
ら
～
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
、
衆
議
院
選
挙
に
挑
戦
し
た 

経
緯
の
中
で
、
主
婦
と
し
て
子
育
や
夫
の 

サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
直
面
し
た
様
々
な
課 

題
に
対
し
て
、
自
分
と
同
じ
経
験
を
し
て 

ほ
し
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
出
馬
し
た
。 

教
育
・
子
育
て
、
政
治
へ
の
女
性
参
画 

の
２
つ
の
視
点
か
ら
男
女
平
等
に
向
け
て 

現
状
と
課
題
に
触
れ
、
課
題
解
決
の
方
策 

や
将
来
展
望
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し 

た
。 

５
月
２
５
日
（
日
）
島
根
県
交

通
運
輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会

（
島
根
県
交
運
労
協
）
及
び
連
合

島
根
主
催
で
、
公
共
交
通
利
用
体

験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
組
合
員
・

家
族
を
あ
わ
せ
て
６
４
名
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

以
前
か
ら
声
を
い
た
だ
い
て
い

た
県
西
部
（
浜
田
市
）
で
の
開
催

と
な
り
、
当
日
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
は
自
家
用
車
を
使
わ
ず
に
自

宅
か
ら
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
に
集
合
し
、
Ｊ

Ｒ
浜
田
運
転
区
の
職
場
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
車
両
見
学
で
は
車

両
の
運
転
台
に
座
っ
て
エ
ン
ジ

ン
を
ふ
か
し
た
り
、
非
常
ブ
レ
ー

キ
を
掛
け
た
り
と
、
実
際
に
運
転

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
施
設
の
見
学
で
は
運
転
士
さ

ん
が
訓
練
で
使
う
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
や
駅
な
ど
で
線
路
内
に
落

ち
た
物
を
拾
う
と
き
に
使
う
缶

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
体
験
し
た
り

短
い
時
間
で
し
た
が
普
段
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
Ｊ

Ｒ
を
利
用
し
て
ア
ク
ア
ス
に
移

動
し
昼
食
の
お
弁
当
や
シ
ロ
イ

ル
カ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等

各
々
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
公
共
交
通

に
つ
い
て
再
認
識
し
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 


